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パプアニユ ギニアの開発と民族紛争 93 
では伝統的なリーダーによる権力争いとして理解することもできる側面を持っ
ております。一般にパプアニューギニアの伝統的リーダーはビッグマンと呼ば
れるわけですけれども、彼らは自分の勢力を拡大するためにビジネスや戦争を
戦略的に手段として用います。プーゲンピルの場合、古い世代のビッグマン達
は開発ピジネスやロイヤリティの利益を独占しておりました。新しい世代のビ
ッグ7ンは、ロイヤリティからも排除された結果、戦争を手段として選ぴ、旧
世代に立ち向かわざるを得なかったと理解できます。パプ7ニューギニアは多
くの鉱山資源に恵まれた国ではありますが、現在まだ、部族社会の伝統的原理
が強く残っている、そういう社会であります。そう考えますと、単純な開発至
上主義で望めば、開発及び開発利益を契機とした対立が至るところで発生する
可能性があるということを懸念すべきかと考えます。
開発が諸悪の根元では決しでありません。しかしプーゲンピルの場合、当初
プランテーション開発という外部からのインパクトが、土着の民族アイデンテ
イティに否定的な影響を与える結果となりました。また本来は温厚な民族に対
して対立意識を持ち込んだのは、植民地政策による外部の力だったとも考えら
れます。また、プーゲンピルの紛争を長期化させた原因は、莫大な銅鉱山の開
発利益を巡る様々な思惑、いろいろなレベルの人間あるいは集団の対立が複雑
に絡み合い、適切な調停 あるいは調停者を見つけられなかったことにあると
言えるのではないでしょうか。以上簡単ではございましたけれども、プーゲン
ピルの紛争事例をご紹介させていただきました。
